






本年度の目標 

 システム班の役割は，先天異常モニタリングシステムをめぐる方法論,すなわち集計処理,

疫学調査,統計的評価等における方法論やプライバシー保護など法的問題および行政上の

問題などを研究し,実地調査の理論的支援を行うことにある。 

 本年度は下記の事項につき,合同討議及び研究を行うこととした。 

 1)奇形判定上の留意点,とくに変形(Deformation)との鑑別診断 

 2)先天異常モニタリングにおける分析疫学的方法論の応用 

 3)ヒトの催奇形因子と動物実験 

 4)モニターすべき奇形と ICD-10 

 5)統計的に有意な頻度上昇を評価する際の留意点,とくにhuman errorとの区別に一つい

て 

 6)大量情報(10 万以上)をパソコンで効率的に処理する具体策および中大型電算機との併

用の具体的な方法論 

 7)プライバシー保護を重視したモニタリング情報処理のあり方 

 8)疫学調査におけるプライバシー保護のあり方 

 9)先天異常モニタリングに関する国際情報の収集 

10)わが国の国際協力のあり方 


